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デジタル製造技術を活用した県内伝統民芸品の製造工程の確立

－会津だるまの復活－

工 程
作 業 方 法

従来 本研究

１ 木型の製作 手作業
３Ｄスキャナ

３Ｄプリンタ

２ 張り子 手仕事 手仕事

３ 台座の製作 手仕事 ＮＣ加工機

４ 塗装 手仕事 手仕事

５ 下絵の治具 なし
レーザー式

精密加工機

６ 絵付け 手仕事 手仕事

本研究は、県内伝統産業界に対し３D スキャナで測定したデータをもとに、３D プリンタ等のデジ

タルファブリケーション機器と職人の手仕事を組み合わせた製造技術を提案することを目的としてい

ます。今年度は絶滅した会津だるまの製造工程を確立し、製造現場に対しデジタル製造技術を用いた

工程の提案を行いました。

本研究事業では、職人不足による生産数の減

少や後継者不足のため技術の伝承が困難にな

りつつある県内の伝統産業界に対し、デジタル

製造技術の導入を提案してきました。

絶滅した会津地方の張り子民芸品である会

津だるまは、表１の張り子工程のうち、木型と

台座の製作、絵付けを行える職人がいません。

これらの工程にデジタル製造技術を用いて、現

代にあった会津だるまの製造工程を確立する

こととしました。

木型は現存する木型や張り子を３D スキャ

ン（図１）しデータ修正やサーフェスモデリン

グを行い、３D プリンタ（図２）で出力しまし

た。木型をデータ化することで安定的に製作で

き、出力寸法を変更することで様々な大きさの

木型が製造できます。台座は、G コードを用い

て NC加工機の制御プログラムを作成し、MDF
の板を加工しました（図３）。台座加工の制御

プログラムを作成したことで、寸法の数値を変

更すれば木型の寸法に合わせた台座を製作で

きます。絵付けは、初めての人でも容易に作業

できるように、線画データから下絵用のテンプ

レート（図４）を作成し、レーザー式精密加工

機を用いてポリプロピレンシートを切り抜き

ました。

以上、デジタル製造技術を用いた工程を確立

し、会津だるまの試作品（図５）を完成させま

した。また、木型は福島県立博物館による会津

だるまの復元製作に活用され、伝統産業へ向け

た、職人の手仕事をサポートするデジタル製造

技術の有効性と導入が可能であることが確認

できました。
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表１ 会津だるま張り子工程

図１ ３D スキャン
図２ ３D 造形

図３ NC 加工

図４ テンプレート

（宝珠文様部分）

図５ 試作した宝珠文様が特徴の会津だるま
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＜用語解説＞ 

デジタルファブリケーション機器：３Ｄプリンタ

やレーザー加工機、ＮＣ加工機などのパソコンと

接続されたデジタル工作機器です。 

 

会津だるま：会津地方で製造されていた縁起物の

だるまで、宝珠の文様が特徴です。会津若松市の

いがらし民芸（廃業）等で製造されていました。 

 

サーフェスモデリング：３Ｄの表面形状（3次元

構造）や、それらを組み立てることを言います。 

 

Ｇコード：最も広く使用されているコンピュータ

ー数値制御プログラミング言語です。 

 




